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今
年
四
月
二
六
日
、
郷
土
博
物
館
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
昭
和

六
一
年
（
一
九
八
六
）
の
開
館
、
平
成
二

一
年
（
二
〇
〇
九
）
の
第
一
回
展
示
改
修

に
続
く
大
規
模
な
施
設
改
修
で
、
常
設
展

示
も
二
回
目
の
改
修
で
多
く
が
新
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記

念
し
て
、
今
回
か
ら

連
載
で
主
な
展
示
資

料
を
ご
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

　

千
住
宿
模
型
は
、

郷
土
博
物
館
が
昭
和

六
一
年
に
開
館
し
た

際
に
制
作
さ
れ
た
も

の
で
す
。
最
初
の
改

修
時
に
「
千
住
で
見

た
い
」
と
い
う
多
く

の
声
に
応
え
、
北
千

住
駅
前
の
マ
ル
イ
一

〇
階
、
千
住
区
民
事

務
所
と
同
じ
フ
ロ
ア

に
移
設
さ
れ
、
多
く

の
方
に
ご
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
。
し
か
し
、

制
作
か
ら
三
〇
年
以

上
が
経
過
し
、
彩
色
や
接
着
の
劣
化
な
ど

傷
み
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
回
の
改
修
に
合
わ
せ
て
補
修
と
分

割
（
後
述
）
を
行
い
博
物
館
に
再
び
移
設

し
ま
し
た
。

■
い
つ
の
時
代
？　
模
型
の
基
本
参
考
資
料

と
な
っ
た
の
は
「
日
光
道
中
分
間
延
絵
図
」

（
調
査
、
文
化
元
・
一
八
〇
四
年
〜
、
完
成
、

文
化
三
・
一
八
〇
六
年
）
や
「
宿
村
大
概

帳
」（
天
保
十
四
・
一
八
四
三
年
）
な
ど
が

用
い
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
模
型
の
対

象
年
代
は
江
戸
時
代
後
期
の
文
化
か
ら
天
保

頃
（
一
八
〇
〇
年
代
前
半
）
と
い
う
時
代
に

な
り
ま
す
（『
開
館
記
念　

千
住
宿
』）。

■
宿
場
の
ど
こ
？　
こ
の
模
型
は
、
宿
場
の

中
心
部
で
あ
る
千
住
一
丁
目
の
南
端
を
再
現

し
て
い
ま
す
。
問
屋
場
や
一
里
塚
、
高
札
場

な
ど
が
集
ま
る
エ
リ
ア
で
す
。

　

模
型
の
サ
イ
ズ
は
長
さ
四
一
二
㎝
、
幅
一

二
〇
㎝
で
、
縮
尺
は
五
〇
分
の
一
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
約
二
〇
六
ｍ
分
の
範
囲
が
再
現

さ
れ
て
い
ま
す
。宿
場
全
体
の
長
さ
は
約
二
・

三
㎞
な
の
で
、
宿
場
全
体
の
約
十
一
分
の
一

の
エ
リ
ア
を
再
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
街
道
沿
い
の
み
を
再
現
し
て

お
り
、
奥
行
き
（
東
西
方
向
）
は
そ
れ
ぞ
れ

約
三
分
の
一
に
限
っ
て
い
ま
す
。

　

模
型
は
資
料
を
駆
使
し
て
復
元
さ
れ
ま
し

た
。
た
と
え
ば
「
高
札
場
」
も
そ
う
で
、
江

戸
時
代
後
期
の
絵
図
に
あ
る
高
札
場
を
も
と

に
現
存
す
る
事
例
を
参
照
し
て
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

千
住
宿
は
旅
人
た
ち
が
身
だ
し
な
み
を
整

え
た
と
考
え
ら
れ
、
髪
結
い
職
人
が
多
か
っ

終

【図１　千住宿模型（部分）】左下が高札場、写真中央の榎がある場所が一里塚、その上
が馬寄場、先の２階建て瓦ぶきの屋敷が飛脚問屋中屋、写真上部中央（道の左側）が問
屋場と貫目改所です。今回の改修で補修が行われ博物館第一展示室に再登場しました。

新常設展示紹介 　① 50分の１千住宿模型…
「基部銘板碑」小考…　　　お化け煙突60年追録　　　なんの工場なの？…

１　

模
型
の
移
設

３　

史
料
と
模
型

新常設展示紹介 ①

郷土博物館
５０分の１　千住宿模型

郷土博物館
５０分の１　千住宿模型

２　

江
戸
後
期
、
宿
場
の
中
心
部
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た
こ
と（
三
三
軒
）や
、湯
屋（
風
呂
屋
。六
軒
）

が
あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
絵

図
と
資
料
か
ら
、模
型
で
は
髪
結
床
（
床
屋
）

や
湯
屋
も
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
人
口
約
一
万
人
を
誇
り
、
江
戸
四

宿
（
品
川
、
板
橋
、
内
藤
新
宿
、
千
住
）

で
最
大
の
宿
場
で
し
た
。
し
か
し
千
住

宿
の
画
像
史
料
は
、
象
徴
的
な
千
住
大

橋
が
ほ
と
ん
ど
で
宿
場
の
様
子
を
伝
え

る
も
の
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

繁
栄
の
要
因
は
問
屋
、
職
人
な
ど
、

様
々
な
職
業
の
人
々
が
集
ま
り
、
商
都

と
し
て
栄
え
た
と
い
う
千
住
宿
の
特
色

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
た

め
模
型
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
千
住
宿

は
今
年
で
四
〇
〇
年
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
学
芸
員　
多
田
文
夫
）

　

足
立
区
立
郷
土
博
物
館
に
は
延
文
六
年

（
一
三
六
一
）
三
月
十
日
銘
阿
弥
陀
一
尊
種

子
板
碑
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
【
拓
影
１
・
表

１
番
号
５
】
。

　

同
板
碑
は
、
板
碑
を
調
べ
る
会
に
よ
り

紹
介
さ
れ
、
そ
の
来
歴
に
つ
い
て
は
「
お
そ

ら
く
他
地
域
か
ら
の
招
来
品
と
思
わ
れ
る
」

と
し
て
い
る
（
同
会
「
『
足
立
区
文
化
財
調

査
報
告　

板
碑
編
』
補
遺
（
三
）
」
『
足
立

区
立
郷
土
博
物
館
紀
要
』
二
〇
、
一
九
九
八

年
）
。
そ
の
後
、
同
板
碑
の
基
部
に
「
三
、

十
」
の
銘
文
【
拓
影
２
】
が
存
在
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
（
教
育
委
員
会
事
務
局
文

化
課
文
化
財
係
「
足
立
区
所
在
板
碑
銘
文
集

成
」
『
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
紀
要
』
三
〇
、

二
〇
〇
九
年
）
。

【
拓
影
２　

基
部
拓
影
】

■
基
部
銘
板
碑　
紹
介
し
た
板
碑
の
よ
う
に

基
部
に
銘
文
を
有
す
る
板
碑
は
「
基
部
銘
板

碑
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
延
文
六

年
三
月
十
日
銘
板
碑
の
紀
年
銘
の
「
三
月
十

日
」
と
基
部
銘
「
三
、
十
」
が
対
応
す
る
よ

う
に
基
部
銘
は
板
碑
の
塔
身
面
の
銘
文
と
内

容
が
一
致
す
る
。

　

伊
藤
宏
之
氏
は
現
存
す
る
基
部
銘
板
碑
に

つ
い
て
川
口
市
に
一
三
基
、
さ
い
た
ま
市
岩

槻
区
岩
槻
の
久
伊
豆
神
社
に
一
基
、
そ
し
て
、

郷
土
博
物
館
の
一
基
の
計
一
五
基
の
事
例

を
紹
介
し
て
い
る
（
伊
藤
、
二
〇
一
六
年
）。

伊
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
最
古
の
基
部
銘
板
碑
は
、

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
の
久
伊
豆
神
社
所
蔵
の

文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
三
月
九
日
銘
阿
弥

陀
一
尊
種
子
板
碑
で
最
新
の
板
碑
は
永
和
二

年
（
一
三
七
六
）
十
一
月
二
十
七
日
銘
阿
弥

陀
一
尊
種
子
板
碑
で
あ
る
。

【図３】湯屋　左下の看板「弓矢」（「湯入る」から）も復元　【図２】高札場の史料（織畑家文書）

【拓影１】番号５
阿弥陀一尊種子板碑

【
図
４
】
日
光
道
中
の
左
右
に
建
ち
並
ぶ

　
　
　
　

商
家

４　

繁
栄
し
た
宿
場
の
す
が
た

関
口
　
崇
史

「
基
部
銘
板
碑
」
小
考

き  

ぶ 

め
い 

い
た 

び

【拓影２ 】「三　十」　
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伊
藤
氏
は
最
古
の
基
部
銘
板
碑
（
文
保
二

年
）
の
み
鎌
倉
時
代
作
製
で
あ
る
こ
と
と
地

域
が
異
な
る
点
か
ら
、
川
口
市
に
現
存
す
る

板
碑
と
は
性
格
が
異
な
る
可
能
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
首
肯
で
き
る
意
見
で
あ
り
、
今
回

の
考
察
に
お
い
て
も
除
外
し
た
。
文
保
二
年

銘
板
碑
を
除
く
一
四
基
の
板
碑
の
製
作
年
代

は
南
北
朝
期
の
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
〜

永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
の
約
二
〇
年
間
で

あ
り
、
所
在
地
も
川
口
地
域
に
限
定
さ
れ
る

た
め
、
基
部
銘
板
碑
は
地
域
的
特
徴
を
有
す

る
板
碑
と
い
え
る
。
な
お
、
博
物
館
所
蔵
板

碑
は
地
理
的
、
製
作
年
代
の
観
点
か
ら
川
口

地
域
か
ら
の
流
入
品
の
可
能
性
が
高
い
の
で

考
察
に
含
め
て
い
る
。

■
基
部
銘
の
目
的　
造
立
後
、
土
中
に
埋
ま

る
基
部
に
な
ぜ
、
銘
文
が
刻
ま
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
内
田
清
氏
は
、
「
特
徴
の
あ
る
板

碑
」
と
し
て
基
部
銘
板
碑
を
取
り
上
げ
、

「
注
文
の
銘
文
を
心
覚
え
に
彫
っ
た
」
石
工

（
工
房
）
の
備
忘
の
た
め
メ
モ
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
伊
藤
氏
は
基
部
銘

と
塔
身
面
の
銘
文
の
字
形
の
比
較
か
ら
「
推

定
に
留
ま
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
類
似

性
を
認
め
、
基
部
銘
と
銘
文
は
同
一
人
物
に

よ
る
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
。
筆
者
に

は
銘
文
と
基
部
銘
の
字
形
の
比
較
か
ら
同
一

人
に
よ
る
も
の
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
内
田
・
伊
藤
両
氏
と
同
じ
く

基
部
銘
が
石
工
に
よ
る
備
忘
的
メ
モ
で
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

■
基
部
銘
と
紀
年
銘　
板
碑
は
種
子
と
紀
年

銘
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
く
、

紀
年
銘
が
供
養
日
（
造
立
日
）
な
の
か
没
年

月
日
な
の
か
明
瞭
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、

板
碑
の
紀
年
銘
が
「
何
の
日
」
を
示
し
て
い

る
の
か
が
議
論
さ
れ
て
き
た
（
太
田
、
二
〇

一
九
年
）
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
基
部
銘

の
内
容
か
ら
若
干
の
考
察
を
し
て
み
た
い
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
一
四
基
中
、
基
部
に
年

月
日
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
二
基
、
月
日
の

み
が
一
〇
基
、
日
付
の
み
が
二
基
と
な
り
、

月
日
の
事
例
が
一
番
多
い
（
表
１
参
照
）
。

し
か
し
、
一
四
基
す
べ
て
の
板
碑
に
は
年
月

日
の
紀
年
銘
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

ぜ
基
部
に
刻
ま
れ
た
情
報
が
異
な
る
の
か
。

そ
れ
は
、
紀
年
銘
に
供
養
日
の
場
合
と
没
年

月
日
の
場
合
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
月
日
の
み
の
一
〇
基
は
、
供
養
目
的

の
板
碑
の
た
め
、
石
工
が
覚
え
て
お
く
べ
き

情
報
は
祥
月
命
日
の
月
日
だ
け
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
年
月
日
の
二
基
は
、

紀
年
銘
が
供
養
日
で
は
な
く
没
年
月
日
の
た

め
、
年
月
日
が
刻
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
基
の
日
付
の
み
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
あ

る
い
は
月
命
日
の
情
報
で
あ
ろ
う
か
。

　

南
北
朝
時
代
の
約
二
〇
年
間
、
現
在
の
川

口
地
域
で
製
作
さ
れ
た
基
部
銘
板
碑
を
手
掛

か
り
に
板
碑
の
紀
年
銘
が
「
何
の
日
」
で
あ

っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
事
例
が
少

な
く
、
推
測
の
域
を
で
な
い
が
、
こ
の
時
代

の
川
口
地
域
で
は
、
供
養
の
た
め
の
板
碑
が

墓
塔
と
し
て
の
板
碑
よ
り
多
く
造
立
さ
れ
て

い
た
。
注
文
を
受
け
た
石
工
（
工
房
）
は
追

善
供
養
で
は
祥
月
命
日
の
月
日
を
葬
送
で
は

没
年
月
日
の
情
報
を
備
忘
の
た
め
に
基
部
に

刻
み
、
造
立
に
備
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

（
足
立
区
文
化
財
係
調
査
員
）

【
参
考
文
献
】

内
田
清
「
板
碑
」
（
『
川
口
市
史　

通
史

　

遍
』
上
、
一
九
八
八
年
）

伊
藤
宏
之
「
辻
字
宮
地
第
１
遺
跡
第
20
号
溝

出
土
の
板
碑
に
つ
い
て
」
（
黒
済
和
彦
・
伊

藤
宏
之
『
辻
字
宮
地
第
１
遺
跡
』
川
口
市
教

育
委
員
会
、
二
〇
一
八
年
）

太
田
ま
り
子
「
板
碑
の
紀
年
銘
」
（
『
季
刊

考
古
学
』
一
四
七
、
二
〇
一
九
年
）

伊藤氏論文「第25表　基部銘」が確認できる板碑」を基に作成

表１ 基部銘板碑一覧
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な
ん
の
工
場
な
の
？

お
化
け
煙
突
　
年
追
録

60

■
人
々
の
な
か
の
お
化
け
煙
突　

数
多
く
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
街
の
人
に
、
「
お
化
け

煙
突
っ
て
な
ん
の
工
場
な
の
？
」
と
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
化
け
煙
突
が
火
力
発
電
所
と
は
知
ら
ず

煙
突
の
変
化
を
楽
し
ん
で
い
た
方
も
い
た
よ

う
で
す
。
年
齢
の
似
通
っ
た
同
僚
で
す
ら
入

社
後
初
め
て
お
化
け
煙
突
が
発
電
所
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
よ
う
で
す
。

〇
高
校
の
同
級
生　
東
電
に
入
社
し
、
新
東

京
火
力
発
電
所
勤
務
と
な
っ
た
Ｍ
Ｋ
君
は
、

「
千
住
新
橋
北
詰
の
北
東
三
百
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
の
所
で
生
ま
れ
、
お
化
け
煙
突
を
見

な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
は
荒
川

放
水
路
で
泳
い
だ
り
、
ハ
ゼ
釣
り
や
掻
掘
り

（
池
や
堀
な
ど
の
水
を
汲
み
だ
し
て
魚
を
獲

る
こ
と
）
な
ど
で
遊
び
ま
し
た
。

　

映
画
「
煙
突
の
見
え
る
場
所
」
の
撮
影
を

し
て
い
た
こ
と
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
は
、
電
車
の
中
か
ら
お
化
け
煙

突
を
見
な
が
ら
通
学
し
て
い
ま
し
た
が
、
火

力
発
電
所
の
煙
突
と
知
っ
た
の
は
東
電
に
入

っ
て
か
ら
で
し
た
」
。

〇
栃
木
県
出
身
で
一
級
下
の
Ａ
Ｎ
君　
「
小

学
生
の
頃
、
遠
足
で
北
千
住
を
通
っ
た
と
き
、

ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
お
化
け
煙
突
の
説
明
が
あ

っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
お
化
け

煙
突
が
発
電
所
と
は
知
ら
ず
、
入
社
後
初
め

て
知
り
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
発
電
所
に
入
っ
た
時
、
こ
れ
が

『
お
化
け
煙
突
』
か
と
、
高
さ
と
大
き
さ
に

驚
い
た
こ
と
も
覚
え
て
い
ま
す
」
。

〇
同
期
生
Ｙ
Ｏ
君　
「
高
校
時
代
、
姉
が
水

戸
に
住
ん
で
お
り
夏
休
み
に
な
る
と
遊
び
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
常
磐
線
で
お
化
け
煙
突

の
本
数
が
変
化
す
る
の
を
車
窓
か
ら
眺
め
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
発
電
所
と
は
知
る

よ
し
も
な
し
。

　

ま
さ
か
自
分
が
こ
こ
に
勤
務
す
る
と
は
思

っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

〇
後
年
友
と
な
っ
た
Ｋ
Ｔ
君　
「
私
は
群
馬

県
倉
賀
野
町
出
身
で
す
が
、
高
校
生
の
頃
お

化
け
煙
突
と
い
う
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
程
度
で
、
ど
こ
に
あ
り
何
の
工
場
か
は
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

東
電
に
入
社
し
て
千
葉
県
の
五
井
火
力

に
配
属
に
な
っ
た
の
で
独
身
寮
に
入
寮
し
て

い
ま
し
た
。
休
み
で
帰
宅
す
る
と
き
、
総
武

本
線
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
時
た
ま
成

田
・
常
磐
線
や
京
成
本
線
を
利
用
し
て
旅
気

分
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
車
窓
か
ら
初
め
て
お
化
け
煙
突

を
見
た
時
、
『
こ
れ
が
千
住
火
力
発
電
所
な

ん
だ
』
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
そ
こ
を
通
る
た
び
に
、
『
あ
ぁ

帰
っ
て
き
た
ん
だ
』
と
ホ
ッ
と
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
」
。

■
先
輩
の
話　

「
転
勤
に
な
っ
て
挨
拶
の
た

め
鶯
谷
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
、
『
千
住

火
力
発
電
所
ま
で
』
と
行
き
先
を
告
げ
た
ん

だ
け
ど
、
ど
う
も
浅
草
の
方
に
向
か
っ
て
い

る
よ
う
な
ん
で
、
『
方
向
が
違
う
ん
じ
ゃ
な

い
か
い
？
』
っ
て
言
っ
た
ら
、
運
転
手
が
ち

ょ
っ
と
考
え
て
か
ら
、
『
お
化
け
煙
突
で
す

か
？
』
っ
て
。
『
そ
う
だ
よ
』
と
返
事
を
し

た
ら
、
『
乗
っ
た
時
言
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
か

っ
た
の
に
』
と
怒
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
よ
。

　

運
転
手
は
、
お
化
け
煙
突
は
知
っ
て
た
ん

だ
け
ど
、
発
電
所
だ
っ
て
こ
と
は
知
ら
な
か

っ
た
ん
だ
ね
。
」

（
註
）
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
浅
草

火
力
発
電
所
が
で
き
、
（
現
在
の
台
東
区
蔵

前
、
関
東
大
震
災
後
閉
鎖
）
、
三
十
八

年
に
は
、
南
千
住
に
「
千
住
発
電
所
」

が
建
設
さ
れ
て
い
る
（
大
正
六
・
一
九

一
七
年
に
、
変
電
所
に
転
換
）
。
タ
ク

シ
ー
の
運
転
手
は
、
名
称
は
南
千
住
の

千
住
火
力
、
行
先
の
イ
メ
ー
ジ
は
蔵
前

の
浅
草
火
力
で
あ
っ
た
の
で
は
と
思
わ

れ
る
。

■
自
分
の
な
か
の
お
化
け
煙
突　

小
学

校
高
学
年
の
頃
、
誰
か
に
聞
か
さ
れ
た

か
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
お
化
け

煙
突
っ
て
の
が
あ
る
み
た
い
だ
よ
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
「
煙
突
の

見
え
る
場
所
」
の
映
画
が
上
映
さ
れ
出

し
た
こ
ろ
で
、
言
っ
た
本
人
も
噂
の
話

を
ま
た
聞
き
で
教
え
て
く
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
煙
突
が
ど
ん
な
も
の
か

分
か
ら
ず
「
寂
し
い
所
に
ポ
ツ
ン
と
あ
っ
て
、

ユ
ラ
ユ
ラ
お
化
け
の
よ
う
に
揺
れ
動
い
て
い

る
の
か
な
？
」
と
勝
手
に
想
像
し
て
い
た
の

で
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

後
年
、
東
電
に
入
社
し
千
住
火
力
発
電
所

勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
、
は
じ
め
て
お
化

け
煙
突
の
場
所
と
名
前
の
由
来
を
知
っ
た
の

で
す
。

■
お
わ
り
に　

追
録
に
、
「
日
常
生
活
」
を

と
思
い
ま
し
た
が
、
私
的
な
内
容
が
濃
く
な

り
そ
う
な
の
で
、
断
念
し
ま
し
た
。

　

読
者
の
皆
様
に
は
、
長
き
に
わ
た
り
愚
作

と
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
元
千
住
火
力
発
電
所
所
員
）

終

本館屋上から隅田川・尾竹橋を望む。
　　　　　　　　　　イラスト　格和宏典氏


